
教員人事･評価制度の開発と活力 2004年 12月3日(金) 

時 間 講 義 項 目 

 9：40 

～ 

11：10 

□ 大学構造改革と教員人事制度 

  ～任期制の導入・運用実態を踏まえて～ 
                   広島大学   山野井 敦徳 

１．これまでの大学教授市場とキャリア形成 

～非流動性と終身雇用制度 

２．構造改革と大学人事 

～国際的に多様化する人事政策 

３．任期制の運用の実態 

～導入ポスト・タイプ・任期・再任の現状と課題 

４．これからの人事政策 

～問われる個別大学の経営政策／評価と処遇 

５．大学教授市場の行方 

～独法化・評価による流動化                  〈質疑応答〉 

11：20 

～ 

12：50 

□ アメリカ大学における教員人事制度の実際 
  ～採用・評価、昇任・再任審査・処遇～ 

テンプル大学ジャパン   カーク Ｒ．パタソン 

１．アメリカ大学の教員に必要とされる資質とは 

 (1)アメリカ大学の教育スタイル  (2)学生中心 

 (3)具体的な基準 

２．採用のプロセスと任期制 

 (1)必要とされる提出資料  (2)任期制の意味 

 (3)アメリカ本校との共通点と相違点 

３．評価と再任審査 

 (1)事務局による評価――Teaching,Research and Contribution to the Community 

  (2)学生による評価――本校および日本校独自の評価 

 (3)評価は再任評価にどのように反映されるか 

４．処遇について                          〈質疑応答〉 

昼  食 

13：50 

～ 

15：20 

□〔岡山大〕国立大学法人における教員個人評価の導入 

  ～教員の意識改革と社会責任の自覚を目指して～ 

                   岡山大学    千葉 喬三   
１．岡山大学における人事規則・規定等 

２．教員の個人評価 

３．事務系職員の業務改善目標評価制度(試行) 

４．評価センター                           〈質疑応答〉  

15：30 

～ 

17：00 

□ 多摩大学の教育目標と教員マネジメント 

   ～教員との勤務区分と役割に基づく契約と評価～ 
                     多摩大学   今泉  忠   

１．多摩大学建学の理念の具体化 
２．大学組織運営 
３．教育目標設定と人事制度 
４．教員給与の基本的な考え方と仕組み 
５．教員サポートと教員評価                     〈質疑応答〉 

 


